
゜雲仙普賢岳噴火災害の復興と教訓

はじめに

今から IO年前、 198年ぶりの雲仙普賢岳の噴火に

起因する災害につきましては、 1996年6月3日の噴火

終息直言を経ながら、全国の皆様方からの多大なご

支援のもと、現在、様々な復典事業が急ピッチで進

展してきておりますc

これまでの災害の経過や復典状況、今後の課題等

について、以下、述べてみたいと思います。

噴火災害の経過

本市の西側にそびえる雲仙普賢岳から一筋の明煙

が上がったのは、90年11月J7日のことでした。

初めは、新しい観光の名所にもなるのではとの期

待の声もささやかれていたのですが、その後、噴火

活動は活発化し、91年6月3日に、43名もの難い命を

奪う大火砕流が発生しました。

それからは、島原市と隣町の深江町は、度重なる

火砕流と土石流の襲来を受け、本市における避難者

は最大時で7,208人、また、被害状況については最

終的に、火砕流や土石流による被害家屋が合計で

島原市役所屋上より (1993年6月24日摺影）

吉岡庭二郎＊

2,511棟、農林水産、商工業、公共土木施設等の被

害総額は、 2,300億円にも上がりました。

この間、全国の皆様方から、義援金や救援物資、

チャ リティーイベン トの開催等、物心両面にわたる

様々なご支援をいただき、また、多くの励ましもい

ただいたところであります。

その後、噴火から約4年半後の95年5月に哨火活動

はほぽ停止状態との見解が発表され、翌96年6月3日

に、噴火活動の終息宣言を行い、いよいよ、本格復

典の幕開けとなりました。

火山情報伝達体制の拡充

哨火災害発生当初の火山情報、防災情報等の伝達

は、長崎海洋気象台や雲仙岳測候所からの専用ファ

ックスなどの情報をもとに、市の広報車や消防車等で

市民に非難を呼びかけたり 、住民向けチラシを作成し

て全町杓に配布していました。

その後、火砕流や土石流が頻発し、災害が深刻化

していく中で、住民への情報伝達体制を充実 ・強化

するために、91年度と92年度において、同報系の防

災行政無線の屋外子局を72箇所、個別

受信機を市内全世帯に合計でl万5千個

設骰しました。それにより 、ほぽ瞬時

に全地域、全家庭に火山情報や防災情

報、避難勧告等を伝達することが可能

となり 、緊急時の情報伝達に威力を発

揮しました。噴火活動が終息した現在

は、大雨洪水注意報 ・警報や台風情報

等の伝達に活用しています。また、島

原市杓にある建設省要仙復典工事事務

所からは、地元CATVを通じ、河川

等に設置された監視カメラの映像やレ

ーダー雨最状況等の画像情報も常時提

供されております。

復興の過程

＊島原市長／（財）砂防 ・地すべり技術センター評議員 本市復典の過程についてでありま
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すが、災害が継続中ではありましたが、災害にくじ

けず、ふるさと島原での将来に明るい希望を持ち続

けるためには、本市における災害復典計画の早期提

示が必要でした。本市として92年を復興元年と位四

付け、その年の10月には、住民代表や各種団体、市

議会、学識経験者の皆さん方からなる島原市災害復

興検討委員会を設笠して復奥基本方針や復典基本構

想の検討を行い、93年3月には島原市復腿計幽を策定

いたしました。

しかしながら、火山活動の推移とともに、中尾）II

流域や湯江川流域、さらに眉山六渓等においても被

書拡大の危険性が増大してきたため、これらの地域

においても、水無川流域同様に大規模な防災事業等

の実施が図られることとなり、予想を超える災害の

長期化にも対応するために、住民、各種団体、市議

会、行政、学識経験者からなる島原市災害復興懇話

会での検討も踏まえて、それまでの復典計画の見直

し作業を行い、 95年3月に島原市復興計画の改訂版

を策定いたしました。

そこで明らかにした本格復興の指針とも言うべき

「復興基本計画」の柱は、①住宅確保や牒林水産業

の基盤整備、商工業の再建や雇用対策を柱とする

「生活再建」の推進、②避難システムの確立、治山

や砂防事業の実施による土石流対策の充実や防災活

動体制の強化を柱とする 「防災都市づくり」の推進、

③火山観光や地場産業の育成強化を柱とする「地域

の活性化」の三つでした。

また、噴火活動の沈静化に加え、 96年に雲仙岳災

害対策基金の増額と延長が実現したことを機に、島

原半島全体を視野に入れた島原地域再生行動計画

（愛称 がまだす計画。くがまだす＞とは、島原地

方の方言でく頑張る＞の意）が住民と行政の共同作

業によって97年3月に策定されました。がまだす計

画事業には、防災工事、農地の災害復旧、交通体系

の整備などの基礎的事業から、塁林水産業や商工、

観光業の振興、各種公共施設の整備等に至るまで、

計画策定前からの継続事業と新規事業を合わせて

335の事業が掲げられ、島原市における復興事業も

その多くが、「がまだす計画事業」として位置付け

られております。

そのような、 「島原市復興計画 ・改訂版」及び

「がまだす計画」の後押しにより、次のような復

興 ・被災支援事業が本格化しました。

まず、防災事業の進捗についてでありますが、普

賢岳の溶岩の噴出醤は2億4千ガm3と言われ、普野

岳の直下、水無川流域の復典には、流域の防災対策

の確立が急務でした。まず、水無川の災害復旧事業

として、長崎県により、河口から上流までの延長

2.1kmの区間において水無川自体の河川拡幅と提防

嵩上、河床掘及び橋梁架け替え等の工事が着..[され、

95年度に完成いたしました。また、水無川上流部で

は、建設省の世界初の無人化施工技術を取り入れた

砂防工事により、 93年9月に着工された水無川1号砂

防ダムが98年2月には完成し、また2000年3月には2

号砂防ダムも完成しました。流域の基幹となる 1号

砂防ダムは、計画財砂料100万nl3、高さ］4.4m、堤

長870mの日本一長い砂防ダムであり、計画貯砂批

70万m)を有する2号砂坊ダムや、土伍流の氾濫を軽

減するために設置された30基の尊流堤と合わせ、水

無川流域の防災機能は大幅に高まりました。

また、 93年に大規模な土石流災害に見舞われまし

た島原市の北部を流れる中尾川流域につきまして

は、建設省により、 94年から砂防ダム建設が始まり、

2000年3月には、計匝貯砂批37万m3、高さ 14.5m、

提長476.3mの千本木1号砂防ダムが完成いたしまし

た。また、日本最長747mの治山ダムをはじめ、多

くの治山ダムも林野庁及び長崎県により建設され、

山腹荒廃対策としての航空機による緑化工と併せ、

中尾川流域におきましても治山事業が著しく進展し

ております。このほか、下流部においては、長綺県

によって中尾川河川改修事業も実施されました。

水無川をはさむ道路網の整備につきましたは、土

石流に対し安全な交通を確保するため、島原市の秩

父が浦町から南高来郡深江町の諏訪名までの延長約

4.6km区間について、建設省によって93年度から地

域高規格道路 「島原深江道路」が沼エされ、 99年2

月に、全線閉通となりました。この道路は、 94年12

月に、諫早市までの地域高規格道路の計画路線に指

定された「島原道路」の一部を構成しており、すで

に県により着工されている「がんばロード」や、99

年4月に着工準備が始まった「島原中央道路」の整

備と合わせ、島）東半島活性化のため、今後の進展に

大きな期待がかかっております。

次に、水無川と禅流提に挟まれた被災地域、通称

「安中三角地帯」の安全性を確保し、当地での住宅

再建を可能にするために、「安中三角地帯嵩上事業」
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最大規模の土石流に襲われた安中三角地帯 (1993.6.20撮影）

を実施いたしました。この統上げ事業は、 土石流災

害を蒙った安中三角地帯を噴火により発生する土石

で平均6m埋め上げ、93haもの広大な造成地を作り

出すという 、酉期的な事業でした。安中三角地帯謀

上げ計画については、93年3月策定の島原市復興計

画1こ盛り込んだ後、地元住民により結成された安中三

角地帯嵩上げ推進協議会との連携を図りながら、本

市として建設省に嵩上げの要請を繰り返し、また、屁

上げ推進協議会の役員が中心となって関係住民の窃

上げ同意の取り付けなどにも奔走し、94年4月に三角

地帯を土捨て楊とすることが正式に決定されました。

この事業は島原市が事業土体となり 、市から委託

を受けた島原市土地開発公社が事業を実施したもの

で、95年6月に滸工し、2000年3月に竣工いたしまし

た。事業毀は901~7千万円で、 その財源としては 、

建設省や長崎県等からの土捨て科を当てました。同

造成地の上に実施した約43haの士地

区画整理事業も2001年3月には完了

の予定であり 、完成した区画では、

すでに住宅の建設も始まっていま

す。また、謀上げの地域では、混地

の基盤整備事業も実施しましたが、

今後、此用地の利用拡大と併せ、地

元住民が中心となった安中三角地帯

の夢のあるまちづくりに期待してお

ります。

避難用公営住宅につきましては、

91年から県営、市営合計で、島原市

内に640戸が建設され、個人住宅建

設に関しましては、93年から県、市

の負担で被災者用住宅団地の造成を 島原一深江間を走る「観光トロッコ列車」

進め、3つの団地に合計224区画の宅地が完成して、

すでに多くの住民が住まわれております。

教育施設の復典に関 しましたは、中尾川改修上事

に伴い、普賢岳噴火による土石流発生のため長期避

難を余1義なくされた島原市立第4小学校の移転工事

が進められておりましたが、2000年7月に新校舎が

完成し、9月からは子供たちの新しい学校生活がス

ター トいたしま した。

交通網の復興につきましては、地域高規格道路

「島原深江道路」の供用開始と合わせ、島原半島の

足であります島原鉄道についても砂防事染による補

依工事としての高架化などにより安全が確保される

ことにより97年に全線開通し、今では、観光トロッコ

列車が島原一深江間を好調に走っております。

また、今回の噴火により 、多くの土石流が発生し

ましたが、堆積土砂を利用しての海岸埋立て事業を92
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地域活性化の拠点となる 「島原復興アリーナJ

年から95年度にかけて実施し、 26haの土地を造成して

平成町と命名し、その土地の一角に、本市の復典のシ

ンボルとして、また、地域活性化の拠点となる 「島原

復典アリーナ」が、今以完成いたしました。このアリ

ーナは、 3,500人の収容能力を有し、スポーツ施設で

あると同時に、コンペンション機能を兼ね備えたもの

でありまして、隣接して建設されました島原勤労者総

合福祉センターやこの秋に完成しました野外ステー

ジ、さらには長崎県により建設が始まりました「雲仙

岳災害記念館（仮称）」と合わせ、スボーツ、文化面

の振典はもとより 、火山観光化、地域経済の活性化に

寄与するものと大いに期待しております。

本市の基幹産業の農業の復興につきま しては、今

回の雲仙普賢岳噴火による被災農地は、一部深江町

を含む水無川流域で176ha、島原市の北部を流れる

中尾川流域で59haにも上がりました。壊滅した牒地

を復輿し、営農再開を固るため、 94年1月から始ま

った、島原市と深江町にまたがる合計340haもの広

大な圃場整備が、県営の供地 ．J品業用施設災害復旧

事業及び罠地災害関連区画整備事業等として99年2

月に完成し、施設園芸の導入など本格的な農業経営

が始まっております。

次に、これも本市の基幹産業の一つであります観

光産業復興についてでありますが、平成3年の噴火

災害が起きる前は、年間200万人を超える観光客が

島原市を訪れておりました。明火災害直後は、観光

客数は半数に落ち込みましたが、 93年からようやく

微増し、昨年は163ガ人となりま した。 96年5月には、

溶岩ドームでできた標高1486mの新

しい山を「乎成新山」と命名し、本

年3月には、間近に迫る「平成新山」

や土石流 ・火砕流の凄まじい爪痕、

砂防ダムや治山ダムなどの防災施設

群を一望できる周遊ルート 「島原ま

ゆやまロード（県道 ・千本木島原港

線）」も完成いたしました。 それら

新たな観光スポットの誕生は、地域

高規格道路の完成や観光トロッコ列

車も賑わう島原鉄道の復典と相まっ

て、火山学習や自然体験と一体とな

ったこれからの観光復興、振興に大

いに貢献するものと期待いたしてお

ります。

商工業の復興に関しましては、県の雲仙岳災害対

策基金や島原市義援金等の助成も受けて、アーケー

ド街や街路灯の整備、様々な活性化イペント等への

補助のほか、低利の融資制度の運用、特別施策の実

施等により、地域経済、産業の活性化を図って参り

ました。また、災害の長期化により沈滞している地

域経済の活性化を図るため、本市に寄せられた義援

金を原資に、93年12月に1世帯当たり2万円の商品券、

94年l2月に1世帯当たり 1万円の商品券を発行し、年

末年始の特別見舞金として市内全世帯を対象に合計

4位2千ガ円の商品券を配布いたしました。商品券の

利用範囲は市内の商店、事業所に限定し、市内全域

における` i肖教の拡大と経済の活性化に絶大な効果を

発揮し、 99年度、国において実施された地域振興券

事業の先駆けとなったものと思っております。

火山灰や流入や土石流等で被災した漁業の復典に

つきましては、漁場の整備、魚礁の投入や種苗放流

等を実施しておりますが、2000年4月からは、普野

岳の火山灰を活用した干し魚の加工、販売も始まっ

ており 、それは、まさに「火山と共存」の実践とも

なりました。

噴火10年復興記念事業

そのような中、島原市は、 2000年に市制施行60周

年を迎え、同時に、唄火からまる lO年という節目の

年に当たったことから、住民と行政が一体となって、

局原復興アリーナでの大相撲島原場所や火山砂防フ

ォーラム、 1万人規模の野外ステージコンサートな
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ど、様々な雰仙普賢岳噴火10年復興記念イベントを

開催いたしました。今後、全国の皆様方には、災害

から立ち直り 、新しく生まれ変わりつつある島原に

是非おいでいただき、復典状況とも合わせ、自然の

驚異、営みを体感していただきたいと思います。

普賢岳噴火災害の教訓

普賢岳噴火災害の教訓は、大きく言って、 3つ挙

げられます。 1つは、「自然の驚異」です。相次ぐ土

石流や火砕流の波状攻撃にはなす術はありませんで

した。これからは、自然学習、火山観光のスポット

として、「平成新山」土石流 ・火砕流の爪痕など、

ダイナミックな大地の営みを後世に伝えていきたい

と思います。二つ目は、「生命の葬厳」です。普賢

岳噴火災害で、44名もの控い命が奪われました。そ

の教訓を生かして、人命最優先の防災対策を進める

必要があると存じます。

三つ目は、「全国からのご支援に対する感謝」の

気持です。意仙普野岳災害で、全国の皆様方から物

心両面にわたる多大なご支援をいただき、復典事業

も急ビッチで進んで参りました。災害から立ち直り 、

新しく生まれ変わった島原を、今度はぜひ皆様方に

ご覧いただきたいと思っております。そして、それ

ら費重な教訓をきちんとした形で後世に伝えるた

め、これから、本市としまして、噴火災害の公式記

録集の作成に着手して参ります。

今後の課題

本市の復興計画を踏まえて95年に策定いたしまし

た島原市勢振興計画において、目指すべき将来像と

して描いておりますのは、豊富な自然壺源や史跡を

活かした 1火LL1とともに生きる湧水と歴史の国民公

園都市」づくりであります。そして、その将来像を

実現するために、 5つの課題を掲げておりますが、

その主なものは、「火山、湧水、歴史の公園都市づ

くり」であり、「火山と共生する強靭な防災都市づ

くり」であり 、「西九州と中 ・南九州を連結する広

域拠点都市づくり」です。復興事業の推進と併せ、

今後の市政運営の指針となるそれら諸課題の達成に

向け、尽力して参りたいと存じます。

雲仙普賢岳の噴火活動はほぽ停止状態にあるもの

の、依然として溶岩ドームは不安定な状況にあり 、

99年9月には小規模な崩落が起きるなど、土砂の供

給源となっております。また、99年の同時期に土石

流が2回発生し、約10)im)の土砂は2号砂防ダムで

捕捉したため、一般への被害はありませんでした。

また、水無JII、中尾川流域の火l.lJ堆積物は不安定な

状態で存在し、豪雨により土石流が頻発しており 、

被害の発生が懸念されております。さらに、噴火を

繰り返すこのような火山地域におきましては、将来

の再噴火に備えて、地域の安全性をさらに向..tさせ

ておくことが璽要であります。このため、今後とも

環境面に配慮しつつ、砂防施設の整備を強力に推進

していく 必要があると考えます。

北海道 ・有珠山の唄火に引き続き、東京都 ・伊豆

諸島で過去に例を見ない規模の群発地裳が発生する

中、三宅島でば火砕流を伴う噴火災害が発生し、 全島

民が避難を余倭なくされています。また、福底県 ・磐

梯山や北海道 ・駒ケ岳においても火山活動が活性化し

て臨時火山情報が発表されるなど、全国の活火山に対

する国民の関心も近年になく高まっております。この

ような状況の中、全国に86を数える活火山に如する観

測と噴火の予知は、 住民の生命 • 財産を守る上で欠く

ことのできない重要な対策であるとの考えから、本市

が提案しました「火山観測 ・予知体制の強化」に関

する決議が2000年9月の長綺県市長会で採択され、

その後に開かれた九州市長会においても同決議が瀾

場一致で採択され、関係省庁に要望されることとな

りました。火山列島日本に生きる者として、また、

後世の繁栄と安寧のため、火山観測 ・予知体制の強

化、充実は、今や国民的課題と言えます。

終わりに

終わりになりま したが、有珠山の噴火に統き、伊

豆諸gで頻発した地震の最中、 2000年7月の三宅

島 ・雄山の噴火によりまして、三宅島住民の方々は

長期にわたる全島避難を余倣なくされております。

住民の皆様方及び日夜、災害対策に全力を挙げてお

られる関係機関の皆様方におかれましては、予断を

許さない、大変厳しい状況が続いておりますが、く

れぐれも健康には十分留意され、必ずや、数々の困難

を克服していかれるものと確信いたしております。

「一陽来復」の言葉のごと く、三宅島が一日も早く元

の静けさを取り戻し、すばらしい山紫水明のふるさと

と人の硲らしが甦りますよう心から祈念いたします。
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